
















INOUE Hisashi’s Technique for Recycling his Works










































































































































































































歌5 「藪原屋敷」 18 歌⑪ 「むこうの屋敷」
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歌4 「てがき あがき もがき」











Ⅰ－9 歌9 「この世は暗く お先は真っ暗」
Ⅰ－10 歌10 「平賀源内 前途有望」
























歌19 「夕涼み 団扇片手に ぶらぶらと～イエイエ！」→広告文案家源内
Ⅱ－9 歌20 「エレキテル･ブルース」→エレキテル製造者源内
Ⅱ－10 音楽場面なし
Ⅱ－11 歌16 「美しい明日を お前は持っているか」（2回目）
備考：井上1984aより作成。
５．井上流語り物の誕生
井上は「どんなやり方も方法論もなし」に音楽劇
『藪原検校』を書いたと言う。しかし，「芝居におい
ては，一が趣向で二も趣向」（井上1982c:191）と
断言する井上なら『藪原検校』にも新しい趣向を追
求することを忘れないだろう。『藪原検校』で見せ
た「自作の再生」も井上には音楽劇の一つの趣向で
はないだろうか。井上が『藪原検校』の中に再生し
た「自作」は二つあると筆者は考えている。一つは
もちろん評伝「藪原検校」であり，もう一つは音楽
劇『表裏源内蛙合戦』である。自作の再生は井上に
は初めての試みではあったが，同名の評伝を音楽劇
に再生するのは意外性に乏しく，井上が重視する趣
向としては物足りないと思う。井上自身も「たとえ
趣向があってもそれが嵌らぬ趣向ならばないのにさ
え劣る」（井上1982c:192）と言うほどなので，
『藪原検校』に再生された「自作」が「藪原検校」
だけとなると「嵌まった」とは言えない。『藪原検
校』では，「藪原検校」の段階から『表裏源内蛙合
戦』の金貸座頭の挿話を再生していた。さらに『表
裏源内蛙合戦』のミュージカル・ショーの形式およ
び封建社会に抗して敗れた者の一代記という枠組み
も『藪原検校』に再生されていた。誰にでもわかる
「藪原検校」と，意表を突くように発表ずみの音楽
劇の中から選んだ『表裏源内蛙合戦』。『藪原検校』
で見せた自作の再生という趣向には二重の仕掛けが
施されていた。
それにしても，自作の再生という趣向に一番嵌まっ
たのは井上自身であろう。前述したように，井上は
『藪原検校』以後も自作を再生して『それからのブ
ンとフン』，『たいこどんどん』，『國語元年』の3
作品を書いたが，それらの原作はジュニア小説，文
芸小説，テレビドラマの台本とジャンルを異にして
おり，これも趣向を新たにするために井上が意図的
に選択した結果であろう。さらに井上は『藪原検校』
の語り物の形式も『藪原検校』初演から5年を経
て『日の浦姫物語』（1978年7月文学座初演。表1
参照）で再生したと考えられる。『藪原検校』は盲
太夫の語り，ギター奏者の伴奏で物語が進行するが，
『日の浦姫物語』では語り手は「説教聖
せっきょうひじり
」，伴奏は
「三味線弾きの女」となり男性ペアから男女ペアに
変わった。三味線弾きの女は演奏だけでなく説教聖
の語りに突っ込みを入れ，語りの伴奏者から合方に
成長しているが，実は説教聖と三味線弾きの女は兄
妹ながら子をなした関係にあり，二人は近親相姦と
いう『日の浦姫物語』のテーマを体現する存在になっ
ている（井上1984b）。説教は仏教の教えを民衆に
わかりやすく説く話芸から発展した語り物であるが，
説教には繰り人形と提携して人形芝居として興行も
していた。そうなると『日の浦姫物語』の登場人物
を演じている役者は実は人形芝居の繰り人形なので
ある。語り手と三味線奏者と役者が演じる繰り人形
による芝居仕立ての一代記という『日の浦姫物語』
の原型は『藪原検校』にあり，さらには『表裏源内
蛙合戦』までさかのぼることができる。井上流の語
り物は自作の再生という趣向の追求から生まれたと
言えるだろう。
注．
（1）参考までに『藪原検校』は1973年5月の初演
（高野長英主演）以後も1984年9月松竹公演（中
村勘九郎，のちの一八世勘三郎主演），2003年３
月地人会講演（嵐広也主演），2007年5月ホリプ
ロ・Bunkamura公演（古田新太主演），2012年
6月こまつ座・世田谷パブリックシアター公演
（野村萬斎主演）等，さまざまな俳優によって上
演されてきた。また1990年のエジンバラ国際芸
術祭における地人会公演（原康義主演）は最優秀
演劇賞を受賞した｡
（2）『十一ぴきのネコ』と馬場のぼる『11ぴきのね
こ』の対応関係については坂本2013参照。
（3）『それからのブンとフン』，『たいこどんどん』，
『國語元年』のとそれぞれの原作との対応関係に
ついては坂本2003および2014参照。
（4）「そもそも小豆餅や黍餅」は本田安次編『語り
物・風流二』に収録された早物語「餅合戦」（本
田1970：239-241）を下敷きにして井上が創作
した。
（5）井上は「なにしろはじめてのことばかり」とい
うエッセイの中で「劇の展開をすべて語り手に預
けてしまったのも，ギターという楽器を登場人物
と同等に扱ったのも，登場人物がひとり残らず盲
人というのもはじめてである」（井上1982b：187）
と述べている。
（6）琴の市の「牛若東下り」の詞章は『語り物・風
流二』（本田1970:192）に従う。
（7）因果応報のたとえとして「因果の綱」という言
自作を再生する井上ひさしの手法
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い方があるが，井上は『藪原検校』の舞台に綱を
張りめぐらすように指示した。
（8）井上自身も「お客様に笑っていただくための工
夫を，これだけ抑え，かつ避けたのも生まれては
じめてだ」（井上1982b:187）と言う。
（9）盲太夫役について，井上は主役の杉の市役，ヒ
ロインのお市役と同等に「終始変ることなく一貫
してその役を演じ」，この三役以外は「六人の座
頭（男三人，女三人）に扮した俳優がとっかえひっ
かえ演じる」（井上1984:572）と指示して差別
化を図った。
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